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当該河川は市街地を流れる都市河川であるが、大半が天井川で洪水疎通能力が小事 業 概 要

さく、現況の治水安全度が極めて低いため、天井川の切り下げ、河道拡幅等による
改修を行う （Ｌ＝７６０ｍ）。

当該河川は市街地を流れる都市河川であり、特に特筆すべき自然や景観は存在し目指すべき

ていないが、現状の河川環境・景観の維持に十分配慮した河川整備が必要である。環境像

直轄河川改修事業（宇治川）関連する

公共事業

評 価 項 目 環境
施工地の環境特性と目標 環境配慮・環境創造の

主要な評価の視点 ための措置内容 評価選定要否

ー 当該河川は住宅街を流れ 河川改修時には、堤防 ー地球温暖化(CO 排出量2

る天井川であり、コンク に生える樹木の伐採を最地 等)
リートによる３面張りで 小限にとどめるなど、現球

○ ある。改修により、河床 況と同様の植生が回復す ３環 地形・地質
を土とする２面張りとす るように配慮する。境

ー る。 ー・ 物質循環 (土砂移動)
自

ー ー然 野生生物・絶滅危惧種
環

○ ３境 生態系

ー ーその他

ー ーユニバーサルデザイン 当該河川は市街地を流れ 河川改修を実施するこ
とにより、浸水被害の解ているが、大半が天井川で

ー ー水環境・水循環 洪水疎通能力が小さく、現 消が期待できる。
さらに天井川の切り下況の治水安全度が極めて低

ー ー大気環境 くなっていることから、河 げにより、身近な川とな
ることが期待できる。川改修を実施し、地域の生

ー ー生 土壌・地盤環境 活環境改善に努める必要が 掘削発生土は埋め戻し
や築堤に再利用を図る活 ある。

○ ３環 騒音・振動 また、事業実施に伴い発生 など、処分する建設廃棄
物の低減を図る。境 する建設廃棄物の低減に努め

○ ３廃棄物・リサイクル る。 工事にあたっては、低騒
音・低震動型の施工機械また、住宅に近接している

ー ー化学物質・粉じん等 ため、工事にあたっては騒音 を採用する。
管理用通路については、・振動への配慮を行う必要が

ー ー電磁波・電波・日照 ある。 プライバシーや防犯面へ
の配慮を行う。さらに、安全・防犯面への

○ ３その他 配慮も行う必要がある。

○ ３景観 当該河川は市街地を流れ 河川改修にあたっては、
地 る都市河川であり、住宅が 河床および堤防天端を土砂

ー ー域 里山の保全 河川に近接している。 として現況と同様の植生が
個 河川改修にあたっては、 回復するように配慮する。

ー ー性 地域の文化資産 河川周辺の景観に配慮する
・ 必要がある。

ー ー文 伝統的行祭事
化

ー ー環 地域住民との協働
境

ー ーその他


